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鹿
嶋
市
も
下
諏
訪
町
も
、合
併
が
計
画
通
り
に
な
ら
ず

　

茨
城
県
鹿
嶋
市
で
2
0
1
7
年
2
月
に
実
践
し
た
講
演

と
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
を
題
材
に
し
た
地
方
創
生
策
（
人
口

減
少
対
策
な
ど
）
の
考
察
、
第
1
回
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
前
回
の
長
野
県
下
諏
訪
町
編
⑥
で
論
じ
た

「
地
方
は
無
個
性
だ
か
ら
衰
退
す
る
（
か
ら
、
地
方
創
生

へ
個
性
を
創
れ
！
）」
と
い
う
要
因
の
一
つ
に
、
市
町
村

合
併
が
あ
る
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
鹿
嶋
市
と
下
諏

訪
町
の
合
併
に
関
す
る
共
通
点
か
ら
整
理
す
る
。

　

両
都
市
は
平
成
の
大
合
併
の
時
、
5
〜
6
自
治
体
を
ま

と
め
る
大
型
の
合
併
を
計
画
し
た
が
、
計
画
通
り
に
な
ら

な
か
っ
た
。
だ
が
、
結
果
的
に
両
都
市
は
そ
れ
が
幸
い
し

た
、
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

下
諏
訪
町
は
合
併
で
き
ず
、個
性
的
な
町
を
目
指
す

　

最
初
に
、
下
諏
訪
町
の
話
。
下
諏
訪
町
は
「
若
者
や
女

性
が
移
住
・
起
業
し
た
く
な
る
個
性
的
な
町
」
と
本
連

載
で
紹
介
し
て
き
た
。
こ
の
魅
力
的
な
個
性
は
、
下
諏

訪
町
が
人
口
2
万
人
を
切
る
小
規
模
な
自
治
体
な
が
ら

1
8
9
3
年
の
町
制
施
行
か
ら
一
度
も
合
併
を
し
て
い
な

い
「
独
自
性
＝
個
性
」
が
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。
た
だ

し
、
合
併
し
て
い
な
い
の
は
結
果
論
で
、
真
実
は
「
合
併

し
た
か
っ
た
け
ど
、
で
き
な
か
っ
た
」
の
だ
。

　

諏
訪
地
域
6
市
町
村
（
諏
訪
市
、
岡
谷
市
、
茅
野
市
、

富
士
見
町
、
下
諏
訪
町
、
原
村
）
の
合
併
が
平
成
の
大
合

併
時
に
検
討
さ
れ
た
。
下
諏
訪
町
は
2
0
0
3
年
、
合
併

の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
を
行
っ
た
。
賛
成
多
数
で
下
諏

訪
町
は
、
合
併
に
前
向
き
な
意
思
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、

他
の
自
治
体
が
次
々
と
離
脱
し
て
合
併
話
は
破
談
・
消
滅

し
た
。

　

下
諏
訪
町
民
と
し
て
は
、
裏
切
ら
れ
た
・
面
目
を
失
っ

た
結
果
と
な
り
、
小
規
模
だ
が
合
併
し
な
い
個
性
あ
る
町

づ
く
り
へ
の
思
い
が
醸
成
さ
れ
始
め
る
。
2
0
0
4
年
12

月
、
前
町
長
死
去
に
よ
る
選
挙
で
青
木
悟
町
長
（
現
在
4

期
）
が
初
当
選
。
個
性
あ
る
町
づ
く
り
が
本
格
的
に
始
ま

る
。
こ
の
内
容
は
前
回
ま
で
に
紹
介
し
て
い
る
。

鹿
嶋
市
は
合
併
の
弊
害
が
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た

　

次
に
、
鹿
嶋
市
の
話
。
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
設
立
計
画

（
注
）
の
時
点
で
は
、
5
町
村
（
鹿
島
町
、
神
栖
町
、
波

崎
町
、
潮
来
町
、
大
野
村
）
の
合
併
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
鹿
島
町
が
大
野
村
を
編
入
し
て
鹿
嶋
市
へ
昇
格

す
る
先
行
的
な
合
併
を
行
う
。
時
期
は
改
正
・
合
併
特
例

法
施
行
の
1
9
9
5
年
。
下
諏
訪
町
と
同
様
、
合
併
に
前

向
き
な
意
思
を
最
初
に
表
明
し
た
わ
け
だ
。

　

し
か
し
、
他
の
3
町
は
、
離
脱
し
、
い
ず
れ
も
自
分
が

主
役
に
な
れ
る
合
併
へ
舵か

じ

を
切
る
。

　

神
栖
町
と
波
崎
町
は
対
等
合
併
し
て
神
栖
市
へ
昇
格
す

る
が
、
鹿
嶋
市
と
の
合
併
は
破
談
。

　

潮
来
町
は
牛
堀
町
を
編
入
し
て
潮
来
市
へ
昇
格
す
る
が
、

や
は
り
鹿
嶋
市
と
の
合
併
は
破
談
。

　

合
併
破
談
の
原
因
は
次
の
二
つ
に
集
約
で
き
る
。

　

1
．�

そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
市
へ
昇
格
す
る
目
的
と
、
財
政

措
置
で
得
を
す
る
目
的
は
完
遂
し
、
も
う
ヤ
ル
気

は
無
い
。

　

2
．�

合
併
し
て
み
た
ら
、
合
併
の
弊
害
が
予
想
以
上
に

大
き
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
5
町
村
合
併
（
中
核
市

へ
昇
格
）
と
い
う
公
約
（
注
）
は
、
も
う
ヤ
ル
気

は
無
い
。 久

繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

市
町
村
合
併
で
、地
方
は
個
性
を
無
く
し
て
、衰
退
～
鹿
嶋
市
編
①

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で「
個
性
を
創
造
し
た
都
市
　
VS
　
金
を
浪
費
し
て
さ
ら
に
衰
退
し
た
都
市
」

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
㉝
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（
注
）鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
設
立
計
画
と
、5
町
村
合
併

　

J
リ
ー
グ
（
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
）
は

1
9
9
3
年
の
ス
タ
ー
ト
時
「
特
定
の
都
市
（
自
治
体
）

が
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
、
1
対
1
の
関
係
で
共
生
す
る
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
制
度
」
を
掲
げ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
10
（
初
代

10
チ
ー
ム
）
を
選
定
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
実
力
と
都
市
力
（
ス
タ
ジ
ア
ム
規
模
、
フ

ァ
ン
数
＝
人
口
数
）
と
い
う
基
準
か
ら
、
特
例
市
以
上
の

9
都
市
を
選
考
し
た
。
こ
の
時
点
で
人
口
最
少
都
市
は
静

岡
県
清
水
市
（
約
23
・
5
万
人
、
静
岡
市
と
の
合
併
前
）。

　

ラ
ス
ト
1
枠
の
選
定
は
非
常
に
難
航
し
た
。
候
補
チ
ー

ム
（
都
市
）
は
、
セ
レ
ッ
ソ
（
大
阪
）、
レ
イ
ソ
ル
（
柏
）、

ジ
ュ
ビ

ロ
（
磐

田
）
等
。

こ
こ
で

新
た
に
、

鹿
島
町

に
工
場

を
持
つ

住
友
金

属
を
主

要
株
主

と
す
る

鹿
島
ア

ン
ト
ラ

ー

ズ

F
C
が
「
5
町
村
か
ら
将
来
的
な
合
併
＋
茨
城
県
か
ら
日

本
初
の
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
費
84
億
円
を
負

担
」
と
い
う
約
束
を
取
り
付
け
て
立
候
補
。
J
リ
ー
グ
は
、

5
町
村
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
特
例
を
設
け
、
ラ
ス
ト

1
枠
に
鹿
島
を
選
ぶ
。

　

こ
れ
は
鹿
島
に
と
っ
て
、
市
町
村
合
併
で
得
た
最
大
の

成
果
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
5
町
村
の
合
併
と
い
う
約
束
は
破

棄
（
実
践
せ
ず
）、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
効
果
は
後
述
の
よ
う
に
非
常
に
大
き
い
か
ら
。

　

一
方
、
J
リ
ー
グ
側
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
制
度
（
自
治

体
ご
と
に
1
チ
ー
ム
）
を
平
成
の
大
合
併
で
、
ズ
タ
ズ
タ

に
さ
れ
た
（
鹿
島
が
1
自
治
体
に
な
ら
な
い
。
浦
和
と
大

宮
の
合
併
で
1
自
治
体
に
2
チ
ー
ム
等
）。

協
働
で
商
品
開
発
+
グ
ル
メ
ス
タ
ジ
ア
ム
＝
地
域
活
性
化

　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
観
客
動
員
数
は
毎
年
、
浦
和
レ

ッ
ズ
に
次
ぐ
日
本
2
位
を
誇
る
。
両
都
市
（
鹿
嶋
市
、
さ

い
た
ま
市
）
は
サ
ッ
カ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
成
功
例

と
し
て
有
名
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
稿
で
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
鹿
嶋
市
で
注
目
す
べ
き
は
、
次
の
二
つ
の
観
点

か
ら
、
地
方
小
都
市
の
活
性
化
に
効
く
こ
と
。

　

1
．�

鹿
島
や
鳥
栖
（
佐
賀
県
）
の
よ
う
に
、
地
方
小
都

市
の
方
が
大
都
市
よ
り
観
客
動
員
数
を
期
待
で
き

る
（
表
）

　

2
．�

地
方
小
都
市
は
近
隣
の
農
業
・
商
店
街
と
協
働
で

商
品
開
発
し
や
す
い
。
そ
の
商
品
を
ス
タ
ジ
ア
ム

で
売
る
「
販
売
先
確
保
と
宣
伝
効
果
」
を
期
待
で

き
る
（
写
真
）

商
店
街
再
生
と
、農
業
再
生
と
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
協
働

　

鹿
島
ス
タ
ジ
ア
ム
は
別
名
「
グ
ル
メ
ス
タ
ジ
ア
ム
」
と

異
名
を
取
る
ほ
ど
人
気
が
高
い
売
店
が
並
ぶ
。
人
気
が
高

い
理
由
は
「
全
国
資
本
の
大
企
業
は
排
し
、
地
元
の
商
店

街
・
農
協
を
優
先
的
に
出
店
、
育
成
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。

　

他
都
市
の
商
店
街
再
生
策
や
郊
外
開
発
は
逆
に
、
目
先

の
利
益
・
集
客
ば
か
り
考
え
て
、
イ
オ
ン
と
か
コ
ン
ビ
ニ

と
か
全
国
資
本
の
大
企
業
ば
か
り
誘
致
す
る
。
結
果
、
地

方
の
街
中
・
商
店
街
を
衰
退
さ
せ
て
い
る
。

　

地
方
の
街
中
・
商
店
街
を
創
生
す
る
に
は
、
中
小
企
業

と
若
き
起
業
家
の
育
成
が
必
須
。
そ
の
た
め
に
は
、
目
先

の
利
益
・
人
口
の
獲
得
策
で
は
な
く
、
長
期
視
点
で
協
働

に
よ
る
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
販
売
価
格
は
野
球
場
と
同
様
、
高
く

設
定
で
き
る

の
で
儲も

う

か
る

し
、
マ
ス
コ

ミ
や
口
コ
ミ

で
紹
介
さ
れ

る
頻
度
も
高

い
の
で
宣
伝

効
果
が
高
い
。

　

結
果
、
中

小
企
業
・
零

細
農
家
・
若

き
起
業
家
が

育
つ
。
例
え

表　Jリーグチーム別1試合平均の観客者数

出典：JリーグWeb　単位：人　浦和の人口は大宮と合併後。観客者数
　　　の前年から倍増・半減（斜字）は、それぞれJ1へ昇格・J2へ
　　　降格による。2012年、鳥栖と福岡の倍増・半減は象徴的。

浦和

鹿島

京都

徳島

鳥栖

福岡

北九州

チーム 人口 2011年 2012年 2013年 2014年

118万

6万

148万

27万

7万

140万

99万

3万3910

1万6156

6294

5207

7731

1万415

4051

3万6634

1万5381

7273

3991

1万1911

5586

3346

3万7100

1万6419

7891

4348

1万2026

5727

3175

3万5516

1万7665

7520

8884

1万4137

5062

3622

写真　鹿島スタジアムで販売を継続して、ブランド
化に成功したユウカメロン（アントラーズメロン）
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ば
、
鹿
島
町
と
合
併
し
た
大
野
村
は
、
農
業
の
ま
ち
で
最

大
の
収
益
源
は
ユ
ウ
カ
メ
ロ
ン
。
こ
の
メ
ロ
ン
を
鹿
島
ス

タ
ジ
ア
ム
で
「
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
メ
ロ
ン
」
と
い
う
名
で
販

売
を
継
続
し
、
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
成
長
さ
せ
た
。

顧
客（
市
民
）目
線
を
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
F
C
に
学
ぶ

　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
F
C
は
以
上
の
よ
う
に
「
①
顧
客

（
フ
ァ
ン
、
関
係
者
）
ニ
ー
ズ
を
探
り
→
②
一
つ
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
創
り
→
③
顧
客
を
満
足
さ
せ
て
→
④
成
果

を
出
す
顧
客
目
線
な
政
策
力
」
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
。

　

ラ
ス
ト
1
枠
に
選
ば
れ
た
大
逆
転
劇
も
、
関
係
者
の
ニ

ー
ズ
を
探
り
、
一
つ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
創
っ
た
成
果

と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
J
リ
ー
グ
は
日
本
に
サ
ッ
カ
ー

文
化
を
育
成
す
る
夢
を
持
ち
、
日
本
初
の
サ
ッ
カ
ー
専
用

ス
タ
ジ
ア
ム
を
欲
し
て
い
た
。
県
は
合
併
を
ま
と
め
る
手

柄
が
欲
し
か
っ
た
。
各
町
村
は
地
域
活
性
化
の
ネ
タ
が
欲

し
か
っ
た
。

　

複
数
の
関
係
者
を
ま
と
め
る
に
は
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
の
よ
う
に
顧
客
目
線
な
媒
介
＝
世
話
人
が
必
要
で
あ
る
。

合
併（
結
婚
）に
は「
相
性
と
、媒
介
＝
世
話
人
」が
必
要

　

鹿
島
町
と
合
併
し
た
大
野
村
の
農
業
の
成
果
も
、
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
と
い
う
媒
介
が
あ
る
か
ら
創
造
さ
れ
た
。

　

そ
う
、
合
併
（
結
婚
）
に
は
相
性
が
大
切
か
つ
、
媒
介

＝
世
話
人
が
必
要
で
あ
る
。
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
と
い
う

媒
介
が
無
け
れ
ば
、
編
入
さ
れ
た
大
野
村
側
に
合
併
の
効

果
は
現
在
よ
り
小
さ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
両
都

市
は
合
併
す
る
に
は
相
性
が
悪
い
か
ら
。
私
が
考
え
る
市

町
村
合
併
の
相
性
は
以
下
の
三
つ
。
後
ろ
に
い
く
ほ
ど
、

人
の
感
情
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る
の
で
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　

1
．�

産
業
連
携
の
効
果

　

2
．�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
容
易
性
（
例
：
価
値
観

の
違
い
）

　

3
．�

し
が
ら
み
感
情
の
程
度
（
例
：
都
市
規
模
の
違
い
）

合
併
は
数
十
年
後
ま
で
、し
が
ら
み
・
上
か
ら
目
線
が
残
る

　

こ
の
3
点
を
鹿
島
町
と
大
野
村
の
合
併
で
検
証
し
よ
う
。

　

大
野
村
は
農
業
の
ま
ち
。
鹿
島
町
は
神
栖
町
と
波
崎
町

と
合
わ
せ
て
臨
海
工
業
地
域
と
造
成
さ
れ
た
工
業
の
町
で
、

住
友
金
属
の
城
下
町
。
産
業
連
携
の
可
能
性
と
相
性
は
良

く
な
い
（
例
：
工
業
は
生
産
と
物
流
の
過
程
で
空
気
・
土

壌
を
汚
す
と
農
業
側
は
不
満
）。

　

市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
は
、
職
業
や
居
住
年
数
が

近
い
方
が
容
易
な
の
で
、
こ
の
相
性
も
良
く
な
い
。

　

最
も
重
視
す
べ
き
都
市
規
模
（
人
口
数
の
違
い
）
は
、

鹿
島
町
が
約
4
・
6
万
人
。
大
野
村
が
約
1
・
5
万
人
。

3
倍
も
違
う
と
「
し
が
ら
み
が
少
な
い
対
等
合
併
」
に
は

な
ら
ず
「
し
が
ら
み
が
大
き
い
吸
収
合
併
」
に
な
る
。

　

し
が
ら
み
の
典
型
例
を
挙
げ
よ
う
。
私
は
（
旧
鹿
島
町

職
員
と
思お

ぼ

し
き
）
鹿
嶋
市
幹
部
か
ら
次
の
話
を
聞
い
た
。

　

「
大
野
村
の
職
員
と
市
民
は
合
併
で
、
鹿
島
ブ
ラ
ン
ド

を
手
に
入
れ
て
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
は
ず
で
す
よ
」

　

な
ん
と
い
う
上
か
ら
目
線
！　

合
併
し
て
22
年
も
経
過

し
た
の
に
、
上
か
ら
目
線
が
続
く
こ
と
に
驚き

ょ
う
が
く愕す

る
。

　

こ
れ
は
次
の
場
面
等
で
も
見
ら
れ
る
「
主
導
権
を
握
り

た
い
男
が
使
う
」
典
型
的
な
台せ

り
ふ詞
と
同
じ
で
あ
る
。

　

1
．�

自
社
が
吸
収
合
併
し
た
企
業
の
社
員
に
「
一
流
な

我
が
社
に
編
入
で
き
た
君
は
幸
せ
な
は
ず
」

　

2
．�

結
婚
し
た
女
性
に
「
一
流
な
（
企
業
・
役
所
に
務

め
る
）
俺
と
結
婚
で
き
た
貴あ

な
た女

は
幸
せ
な
は
ず
」

市
町
村
合
併「
負
の
5
段
階
サ
イ
ク
ル
」

　

そ
う
、
日
本
の
男
は
、
仕
事
お
よ
び
家
庭
で
「
上
か
ら

目
線
で
い
た
い
（
主
導
権
を
握
り
た
い
）」
傾
向
が
世
界

の
中
で
群
を
抜
い
て
高
い
。
だ
か
ら
諸
外
国
よ
り
、
働
き

方
お
よ
び
結
婚
に
支
障
が
出
る
こ
と
（
例
：
長
時
間
労
働
、

非
婚
化
、
少
子
化
）、
そ
の
解
決
策
を
拙
著
「
競
わ
な
い

地
方
創
生
〜
人
口
急
減
の
真
実
」
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

市
町
村
合
併
に
限
定
し
て
話
を
進
め
よ
う
。
以
上
の

「
上
か
ら
目
線
、
主
導
権
を
握
り
た
い
意
識
」
は
、
日
常

の
至
る
シ
ー
ン
で
、
合
併
先
の
市
民
に
伝
わ
る
。
こ
れ
が

鹿
嶋
市
の
よ
う
に
20
年
以
上
も
続
く
結
果
、
合
併
後
ず
っ

と
、
双
方
に
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築
け
な
い
。

　

鹿
嶋
市
は
こ
れ
に
悩
み
、
私
へ
助
言
を
求
め
た
。
錦
織

孝
一
市
長
を
は
じ
め
鹿
嶋
市
の
幹
部
と
会
話
を
重
ね
た
私

は
、
市
町
村
合
併
で
誕
生
し
た
鹿
嶋
市
が
合
併
後
「
負
の

5
段
階
サ
イ
ク
ル
」
に
陥
る
事
実
に
気
が
付
い
た
。

　

1
．�

双
方
に
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築
け
な
い

　

2
．�

相
手
へ
過
度
に
・
形
式
的
に
配
慮
す
る

　

3
．�

ど
ち
ら
か
の
都
市
の
個
性
を
活い

か
す
政
策
は
実
践

し
に
く
い

　

4
．�

ど
ち
ら
か
ら
も
批
判
さ
れ
な
い
他
都
市
の
前
例
だ

け
が
政
策
と
な
り
、
他
都
市
と
同
じ
無
個
性
な
町

に
な
る
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5
．�
地
方
は
合
併
で
個
性
を
無
く
し
、
衰
退
が
加
速

市
町
村
合
併
は「
役
所
の
利
益
　
VS
　
市
民
は
不
幸
」

　

負
の
5
段
階
サ
イ
ク
ル
3
（
ど
ち
ら
か
の
個
性
を
活
か

す
政
策
は
実
践
し
に
く
い
）
と
、
市
町
村
合
併
の
相
性
1

（
産
業
連
携
の
効
果
）
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
相
性
が
良
い
相
手
と
合
併
す
れ
ば
、
お
互
い
の
似
た

個
性
が
難
な
く
連
携
で
き
て
、
相
乗
効
果
を
生
む
。

　

し
か
し
、
市
町
村
合
併
の
実
態
は
「
個
性
の
連
携
や
相

乗
効
果
」
は
考
慮
さ
れ
ず
、
自
治
体
が
「
①
町
村
→
市
→

特
例
市
へ
昇
格
す
る
こ
と
②
財
政
措
置
で
得
を
す
る
こ
と

③
主
導
権
を
取
れ
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
合
併
相
手
を
選

ん
だ
も
の
が
多
い
。

　

自
治
体
が
上
記
三
つ
の
利
益
だ
け
を
求
め
る
結
果
、
地

域
は
個
性
を
失
い
衰
退
す
る
こ
と
、
市
民
は
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
劣
化
と
、
し
が
ら
み
感
情
に
悩
む
」
こ
と
は
、
少

し
考
え
れ
ば
合
併
前
に
自
治
体
は
分
か
る
は
ず
。

　

要
す
る
に
、
平
成
の
大
合
併
は
、
地
域
は
個
性
を
失
っ

て
衰
退
し
、
市
民
は
メ
リ
ッ
ト
が
無
く
弊
害
だ
ら
け
だ
が
、

自
治
体
が
得
を
す
る
た
め
に
我
慢
し
ろ
、
と
い
う
政
策
。

　

こ
の
事
実
を
指
摘
さ
れ
る
と
、
首
長
の
多
く
は
「
国
と

県
か
ら
合
併
し
ろ
と
、
し
つ
こ
く
言
わ
れ
た
か
ら
、
仕
方

が
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
実
と
言
い
訳
を
公
言
す
る
。
例

え
ば
、
岡
山
県
と
広
島
県
の
首
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下
、
P
D
）
を
ま
と
め
た
「
市
町
村
合

併
〜
そ
の
功
罪
を
考
え
る
」（
2
0
1
4
年
、
後
藤
・
安

田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
）。

市
民
の
66
〜
88
％
は
市
町
村
合
併
を
後
悔

　

同
書
は
P
D
後
半
、
山
陽
新
聞
が
岡
山
県
内
の
市
民
へ

合
併
後
の
満
足
度
を
問
う
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

　

合
併
し
た
自
治
体
の
市
民
に
合
併
後
に
合
併
の
是
非
を

問
う
回
答
が
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
「
概お

お
むね
良
か
っ

た
」
を
合
わ
せ
た
合
併
の
満
足
値
で
最
高
値
が
総
社
市
の
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34
％
。
最
低
値
は
非
公
表
で
12
％
。
こ
の
数
字
を
「
合
併

す
べ
き
で
な
か
っ
た
」
に
置
換
す
る
と
、
最
高
値
は
88
％
。

最
低
値
は
66
％
。

　

合
併
し
な
か
っ
た
町
村
の
市
民
に
平
成
の
大
合
併
後
に

合
併
す
べ
き
だ
っ
た
か
を
問
う
回
答
に
「
合
併
し
な
く
て

良
か
っ
た
」
と
答
え
た
合
併
し
な
い
満
足
値
は
、
最
高
値

が
勝
央
町
の
80
％
。
最
低
値
で
も
西
粟
倉
村
の
65
％
。

　

奇
遇
に
も
、
合
併
し
た
自
治
体
と
、
合
併
し
な
か
っ

た
自
治
体
で
ほ
ぼ
同
じ
数
値
結
果
と
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
合
併
し
な
く
て
良
か
っ
た
（
合
併
す
べ
き
で
な
か
っ

た
）
と
感
じ
る
市
民
の
割
合
は
低
い
自
治
体
で
も
65
〜
66

％
。
高
い
自
治
体
だ
と
80
〜
88
％
も
存
在
す
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
発
表
の
直
前
に
、
新

見
市
長
（
当
時
）
が
「
新
見
市
民
は
合
併
し
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
首
長
の
大
き

な
責
任
」
と
語
っ
た
こ
と
。
新
見
市
民
の
合
併
満
足
度
は

12
〜
33
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
ど
う
責
任
を
取
っ
た
の
か
？

　

自
治
体
側
は
「
市
民
は
合
併
し
て
幸
せ
を
感
じ
て
い
る

は
ず
」
と
言
う
が
、
市
民
の
66
〜
88
％
が
平
成
の
大
合
併

に
後
悔
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

解
決
策
（
政
策
）
を
「
地
方
は
無
個
性
だ
か
ら
衰
退
す

る
（
の
で
、
地
方
創
生
へ
個
性
を
創
れ
！
）」
と
い
う
本

稿
の
主
旨
か
ら
ま
と
め
る
。

個
性
の
無
い
都
市
が
、新
た
な
個
性
を
創
る
チ
ャ
ン
ス

　

表
を
見
る
と
、
サ
ッ
カ
ー
文
化
と
い
う
新
た
な
個
性
は
、

個
性
が
乏
し
い
都
市
ほ
ど
浸
透
し
や
す
く
、
新
た
な
個
性

で
地
域
が
活
性
化
し
た
、
と
分
か
る
。

　

逆
に
、
京
都
市
や
北
九
州
市
な
ど
既
に
個
性
が
確
立
し

た
都
市
で
は
、
新
た
な
サ
ッ
カ
ー
文
化
は
現
在
も
醸
成
さ

れ
て
い
な
い
。
福
岡
の
2
0
1
1
年
の
よ
う
に
「
チ
ー
ム

が
強
い
年
度
だ
け
観
客
数
や
観
光
客
数
が
一
時
的
に
急
増

す
る
が
、
翌
年
す
ぐ
ダ
メ
に
な
る
事
実
」
を
直
視
し
た
い
。

　

成
功
例
と
し
て
、
浦
和
市
（
現
さ
い
た
ま
市
）
を
挙
げ

た
い
。「
さ
い
た
ま
都
民
」
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
る
よ
う
に
、
さ

い
た
ま
市
民
は
結
婚
や
家
族
の
成
長
に
よ
り
、
広
い
住
宅

が
必
要
に
な
り
、
仕
方
な
く
東
京
都
か
ら
移
住
す
る
者
が

多
い
。
さ
い
た
ま
都
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
全
て
通
勤
・
通
学
先
の
東
京
に
あ
り
、
さ
い
た

ま
の
自
宅
に
は
寝
に
帰
る
だ
け
と
い
う
者
が
多
い
。
し
か

し
、
実
は
心
の
奥
底
で
住
む
場
所
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
求
め
て
い
た
。
そ
こ
へ
設
立
さ
れ
た

浦
和
レ
ッ
ズ
に
、
浦
和
市
民
は
強
烈
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
抱
き
、
浦
和
レ
ッ
ズ
を
媒
介
に
希
薄
だ
っ
た
浦
和
市

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

　

浦
和
レ
ッ
ズ
は
設
立
後
、
3
シ
ー
ズ
ン
連
続
で
最
下
位

と
成
績
は
最
悪
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浦
和
市
民

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
浦
和
レ
ッ

ズ
を
媒
介
に
ド
ン
ド
ン
強
固
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
、
個
性
が
無
い
都
市
（
市
町
村
合
併
で
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
た
都
市
）
に

と
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
等
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
新
た
な
個
性

を
創
る
チ
ャ
ン
ス
。
し
か
し
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
同
じ
政

策
を
実
践
し
て
も
「
個
性
を
創
造
で
き
る
都
市
は
、
浦

和
や
鹿
嶋
な
ど
一
部
に
限
ら
れ
る　
VS　

成
功
例
を
後
追

い
・
猿
真ま

ね似
し
た
多
く
の
都
市
は
、
金
を
浪
費
し
た
だ
け

で
さ
ら
に
衰
退
」
す
る
。

衰
退
地
域
と
成
功
地
域
の
政
策
は
同
じ
。違
い
は
人

　

政
策
は
同
じ
な
の
に
「
一
部
の
地
域
は
成
功　
VS　

多

く
の
地
域
は
衰
退
（
失
敗
）」
す
る
原
因
を
整
理
し
よ
う
。

　

1
．
既
に
あ
る
古
い
文
化
・
資
源
を
頭
か
ら
排
除
し
な

い
。
む
し
ろ
、
古
い
文
化
・
資
源
と
新
し
い
文
化
・
資
源

を
協
働
（
連
携
）
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
鹿
島
の
よ
う
に
、

新
し
い
サ
ッ
カ
ー
文
化
を
活
用
・
媒
介
し
つ
つ
、
吸
収
合

併
し
た
大
野
村
の
農
業
や
商
店
街
と
い
う
古
い
文
化
・
資

源
は
、
連
携
的
に
活
用
す
べ
き
。

　

2
．
新
し
い
文
化
と
し
て
「
何
を
選
ぶ
か
」
は
全
く
重

要
で
は
な
い
。
サ
ッ
カ
ー
が
地
域
活
性
化
に
効
く
と
実
証

し
た
鹿
島
や
浦
和
の
成
功
例
を
見
て
、
猿
真
似
で
J
リ
ー

グ
に
参
入
し
た
都
市
の
多
く
は
今
、
債
務
超
過
や
観
光
客

数
の
少
な
さ
等
で
、
チ
ー
ム
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い

る
。

　

3
．
重
要
な
の
は
、
政
策
と
し
て
「
何
を
す
る
か
」
で

は
な
く
、
先
述
し
た
「
①
顧
客
ニ
ー
ズ
を
探
り
→
②
一
つ

の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
創
り
→
③
顧
客
を
満
足
さ
せ
て
→

④
成
果
を
出
す
顧
客
目
線
な
政
策
力
」。

　

4
．
顧
客
目
線
な
政
策
に
は
、
顧
客
目
線
な
媒
介
＝
世

話
人
と
、
顧
客
目
線
な
首
長
と
公
務
員
が
必
要
で
あ
る
。

　

5
．
要
は
、
衰
退
す
る
地
域
と
、
活
性
化
す
る
地
域
の

差
は
、
人
の
能
力
と
意
欲
の
差
に
尽
き
る
。


